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ミツバチの発見情報一伊丹市において-

後北 峰之 ･野本 康太

大阪国際空港の西側に位置する兵庫県伊丹市

は,1級河川の武庫川と猪名川に東西をはさま

れた5km四万,2501km2の平坦な地形で,お

よそ 19万人が暮らす市街地である.緑被率は

10%にすぎず近年宅地化がすすんでいる.ミ

ツバチにとってはすみにくそうな街であるが,

毎年その情報は寄せられる.伊丹市内において

1995年 1月から2004年 6月にかけて記録さ

れたミツバチの発生事例 150件の記録をここ

にまとめ報告する.

伊丹市の対応

ミツバチ発見者の通報経路を図 1に示した.

ミツバチの群れに初めて遭遇した人は,パニッ

クに陥る.通報を受けた市役所は,発見場所に

より対応部署が異なるため,民間の敷地では防

疫担当に,公園であれば,みどり課に,そして

街路樹であれば道路課という具合に,各管理責

任者に処置を割り振る.緊急性が高く,身の危

険を感じた市民は,警察署や消防署に通報する.

発見者が直接民間の駆除業者に連絡を取り対処

することもあるが,その数は明らかではない.

まれに,自分で買った薬剤を使い駆除に挑戦す

民間の業者に
駆除依頼
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る人もいる.

しかし,営巣して巨大になった群れや,屋根

裏に入らなければならない場合などは,建物へ

の影響が予想され,防疫係では手に負えないこ

とが多く,市はPCOや民間の駆除業者を紹介

し,市民自らが駆除の発注をすることになる.

伊丹市には昆虫館があり,ミツバチを扱える

職員が現在2名いるので,市の防疫係が現場

確認をして,巣箱への導入が可能な群れについ

ては,時間の許す限り出動している.もちろん

他の部署からも連絡が入って来る.館としては

防除が第一義ではないので,目の前に現れたミ

ツバチがどういう状況なのかということを市民

に説明することから始める.ハチの状況を理解

された市民は,巣箱への取り込み作業等には協

力的である.

生け獲りした群れは展示用の予備として館で

管理するか,調査研究用あるいは飼育希望者

に,きちんと管理することを条件にお譲りして

いる,このように,民有地のハチの発生につい

ては,業者紹介のみを行うようになってきた他

の自治体 (松浦,2003)とは対応が少し異なる.

調査の方法
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図1 ミツバチ発見者の通報経路

阪神淡路大震災のおこった 1995年 1

月から2004年 6月までの調査データ

150件を用いた.そのうち96件は昆

虫館へ連絡があり現場確認を行ったも

のであり,情報入手先,巣の発見場所,

巣や群の状況,処理経過などを記録し

てある.他の54件は､市の防疫担当で

受付けた ｢そ族昆虫駆除 (苦情 ･相談)

受け表｣によった.



図2 伊丹市内におけるミツバチの分布

ミツバチの発見時の状況を5つに分けた.

①営巣 ニ1年以上発見場所で継続している群.

(多分蜂:巣別れ直後から巣を形成する以前の群.

(多分蜂⇒営巣 :巣別れして巣を作った 1年未

満の群.

(彰逃居 :9月から11月にかけて発見された群.

(9移動:群の移動を目撃したり羽音を聞いた.

発見場所が,民有地か公有地か,構築物か樹

木類かに着目してデータを整理し,市内で発生

するミツバチの挙動について考察した.

1)発見情報の推移

全情報を地図上にプロットし (図2),年毎

の受付状況を表 1に示した.伊丹市では被災し

た 1700戸余りの建物の解体作業が 1995年 2

月頃から始り,その際9件の営巣群が発見さ

表 1 伊丹市内におけるニホンミツバチの発見情報

年 営巣 分蜂 習覧●逃居 移動 計 備考
1995 9 11 0 1 0 21 震災
1996 1 5 0 2 0 8
1997 2 13 3 0 0 18
1998 4 0 0 1 0 5
1999 6 日 2 5 0 24
2000 5 11 5 0 0 21
2001 5 9 2 1 0 17
2002 4 9 1 0 1 15
2003 3 6 2 0 0 11

2004 2 7 0 0 1 10

計 41 82 15 10 2 150

れた (後北,1997).最近の5年間に限れば,

営巣群が除去されつつあるためか,総件数で暫

減する傾向にある.

150件の内2件がセイヨウミツバチで,こ

れは昆虫館の展示群からの分蜂である.他はす

べてニホンミツバチであり,他の都市部での報

告と同様 (菅原,2000;松浦,2003)伊丹市

でもニホンミツバチの進出が認められた.

営巣群 ･移動群以外のデータ 107件につい

表2 分蜂情 報等の 受付時期

時期 分蜂 分 蜂･営巣 逃居 計
上

4月 中
下
上

5月 申
下
上

6月 中
下
上

7月 中
下
上

8月 中
下
上

9月 中
下
上

10月 中
下

3 0 0 3
13 1 0 14
22 2 0 24
16 2 0 18
12 1 0 13
9 1 0 10
0 4 0 4
1 0 0 1
0 0 0 0
1 0 0 1
2 0 0 2
1 1 0 2
0 2 0 2
2 0 0 2
0 0 0 0
0 1 0 1
0 0 3 3
0 0 2 2
0 0 1 1
0 0 1 1
0 0 2 2
0 0 1 1

82 15 10 107
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て,その受付時期をみると (表 2)分蜂情報の

ピークは4月下旬 (22件)にあり,その前後

10日に62.1% (56件)が集中していた.7,

8月にはいっても6件の分蜂が散見され,本年

の分蜂=〉営巣群れからの再分蜂と推察される

(菅原,2000).また分蜂⇒営巣群の発見は6

月上旬にピークがあった (4件).逃居群の発見

は9月中旬から11月上旬までに 10件あった.

2)ミツバチが見つかる場所

次に分蜂情報 82件について,その発見され

る場所を比較した (表 3).構築物と樹木類で

は37件対 45件で,やや樹木頬で見つかる割

表3 分蜂群が見つ かった 場所

○構築物類

民･公 集合場所 件数 備考

玄関･勝手口･ベランダ･
換気扇

10

民有地

32件

門柱･灯篭･庭石 7

庇 ･軒下 4

屋根裏･戸袋 3

階段 2

干し物(まくら､傘) 2
縁の下 1
ガレージのポール 1

壁 ･窓 1
フェンス 1

公有地 H鋼 1

計 33

民 ･公 集合樹種等 件数 備考

キンリョウへン 9 民家､庭
マツ 7会社､庭

民有地 カキ 5会社､庭
28件 クスノキ 2植木養生

キンモクセイ 1集合住宅､庭

不明の樹木 4民家

公有地
17件

コナラ 5公園

サクラ 3公園

サクラ 1小学校校庭

クスノキ 1公園

トチ 1街路樹

アラカシ 1公園

マツ 1公園

フジ 1小学校校庭

アラカシ 1.県営住宅庭
ヤマモモ 1街路樹

キンリョウへン 1公園

計

合が高かった.民有地と公有地という区分では,

どちらも民有地の方が多く,市民による発見 ･

通報が多いことがわかる.

特に玄関 ･勝手口 ･換気扇 ･ベランダなど日

常生活に関るエリアからの情報が多い.広い庭

を持つ市民からは,庭石や灯篭 (図3),門柱

にぶらさがる分蜂群の発見情報もあった.

樹木頬では,キンリョウへンへの集合 (図4)

が9件で 1位だった.

分蜂から営巣に至った場所は,表 4に示すよ

うに,民有地の構築物が多く,屋根裏や納屋,

居住していない民家の庇や軒下など,人目に触

れにくいところが多く,夏場の高温による蜜垂

れなどにより,発見されることが多い.

児童公園などの樹洞内で発見された営巣群

は,殺虫処理後に,樹木の倒壊防止も兼ねて,

営巣していた樹洞はコンクリートで埋められる

ことが多い (図5).

この 10年間で確認された41件の営巣群は,

ほとんど駆除されているが,その営巣場所は,

構築物で28件,樹洞で 13件となっていて (義

5),現在当館で生存を確認している群は,石垣

内で2群と,H鋼とコンクリート壁に営巣する

図3 自宅屋根裏の母群から分蜂

図4 キンリョウへンに集まるニホンミツバチ
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表 4 分蜂･営巣群がみつかった場所

○構築物類

民 ･公 営巣場所 件数 備考
4
2

2

1 集合住宅 3F

l 寺

民有地

12件

屋根裏 ･納屋
庇 ･軒下

墓石

排気口

押入れ

縁の下 1

井戸の蓋 1

公有地 H鋼 1

計 13

民 ･公 営巣樹種 件数 備考

ニセアカシア樹洞 1 公園

クロマツ樹洞 1 公園
計 2

露出巣 2群である.石垣内の群は,遊歩道にも

面しているため,何度か駆除が言式みられた形跡

があるが生き残っている.もう1群は石垣の水

抜き穴を出入 り口としており,歩道から離れて

いるためか防除が試みられた形跡もない.

飼育群 として館で飼育する 1群 と,市民が

庭で飼う数群が生息 している.

一方,公園や街路樹など公共用地内の樹洞に

営巣した群は,駆除されつつある.民有地で生

き残っているのは,緑地保全地区に指定された

社寺林内の樹洞に営巣する群で,アラカシ,ク

スノキ,イチョウの樹洞で営巣を続けている.

3)越冬露出巣

市内および南に隣接する尼崎市で,開放空間

で越冬する露出巣が見つかった (図 6).この

図5 公園内樹木で営巣していたウロの処置

群は薬散駆除されるまでの 2年半,軒下で 13

枚からなる巣板を維持する大きな群であった.

もう 1群は,除去依頼を受け,冬場に切 り取

った巣の総重量は 30kgを超えていた･営巣場

所の近 くには広い河川敷があり,春にはセイヨ

ウカラシナやクローバーが,秋にはセイタカア

ワダチソウが咲き,蜜源が充分に確保できたと

推察される.

考察

ミツバチの営巣場所について,他市と比較し

てみると,伊丹市では閉鎖空間において,樹洞

での営巣が最も多く,次いで屋根裏である.他

市において墓石や屋根裏が上位を占めている

のとは少 し傾向が異なる (松浦,2003;亀井,

2002;菅原,私信 ). しかも2002年以降は,

屋根裏からの発見事例はなくなった.これはニ

ホンミツバチが市街地に進出してきた最近にな

って,営巣場所を提供 していた古い木造家屋が,

1995年の大震災による被災を受け,解体され

表 5 営巣群が見つかった場所と経緯

○構築物類 ○樹木頬 (樹洞)

民 ･公 営巣場所 件数 生死 民 ･公 営巣樹種 件数 樹木直径 営巣高さ 場所 生死

屋根裏 8駆除
石垣 ･塀 ･壁 52群生存

民有地戸袋 4駆除
23件 示司･墓石 3駆除

倉庫 2駆除
床下 1

公有地H鋼とコンクリ 42群生存
5件 櫓 (やぐら) 1駆除
計 28

民有地

8件

ポプラ 2 07
アラカシ 1 0.7

アラカシ 1 0.5

クスノキ 1 1.0
クスノキ 1 12
シラカシ

イチョウ

05

株元 工場 駆除
20 神社 生存

1.0 民家 不明

10.0 寺 生存

05 神社 駆除

04 神社 馬区除
4 5

2 03 12
生存

公有地 クロマツ 1 10 17 公園 駆除

5件 クロマツ 1 1.0 02 公園 駆除
ヤナギ 1 03 1.0 公園 駆除

計 13 (単位はm)
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図6 露出巣で越冬した民家庇下の群

たことが少なからず影響 している.建替えら

れた家は,節穴や隙間が少なく気密性も高 く

作られ,例えば屋根裏の通風孔がミツバチの出

入 り不可能なメッシュで仕切 られたりと,ミ

ツバチが侵入できる空間が少なくなったもの

と考えられる.震災後の 4- 5年の内に解体 ･

新築戸数は 1700戸にもなった.

また分蜂群はキンリョウへン開花株で多く発

見されたが,その名前を知らず代々所有されて

いる方が殆 どであった.これは隣の宝塚市と

共に,伊丹市北部地域が昔から園芸や植木で栄

えた土地柄から所有者が多いのかもしれない.

殆どの方は,株の引き取 りを希望されるので,

今後当市ではキンリョウへンに集まる事例は,

減少するであろう.

伊丹市では,土地の高度利用が進むにつれ｢遊

び｣のスペースが少なくな り,しかも最も進

捗 しにくい古い木造家屋の建替えが震災によ

り急激に進められたことで,ニホンミツバチ

にとって最も快適で安全な生活空間である屋

根裏は利用できなくなり,保護されている樹

木が,主な住みかとなっている.

営巣を確認しているイチョウとクスノキは大

木で,地表からおよそ 5m と 10m地点に出入

り口を持っている.しかもクスノキは市指定

の天然記念物で,営巣群が人と接触する機会

も少なくこの大木が折れない限 り,今後も群

は生き残ってゆくであろう.
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